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1. 平成30年3月期第2四半期（中間期）の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績 （％表示は、対前年中間期増減率）

経常収益 経常利益 親会社株主に帰属する中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期中間期 91,055 △9.6 20,211 2.3 13,405 1.7

29年3月期中間期 100,815 8.6 19,747 △25.9 13,174 △20.0

（注）包括利益 30年3月期中間期　　26,537百万円 （96.4％） 29年3月期中間期　　13,507百万円 （―％）

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後1株当たり中間純

利益
円 銭 円 銭

30年3月期中間期 26.45 26.42

29年3月期中間期 26.00 25.97

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期中間期 9,152,092 766,054 8.0

29年3月期 8,703,848 743,555 8.2

（参考）自己資本 30年3月期中間期 738,196百万円 29年3月期 716,814百万円

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。なお、本

　　　「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 6.00 ― 8.00 14.00

30年3月期 ― 6.00

30年3月期（予想） ― 6.00 12.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益 1株当たり当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 35,000 △13.4 23,000 △12.5 45.37

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当中間期における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期中間期 511,103,411 株 29年3月期 511,103,411 株

② 期末自己株式数 30年3月期中間期 4,225,918 株 29年3月期 4,416,548 株

③ 期中平均株式数（中間期） 30年3月期中間期 506,786,867 株 29年3月期中間期 506,687,584 株

（個別業績の概要）

1. 平成30年3月期第2四半期（中間期）の個別業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 個別経営成績 （％表示は、対前年中間期増減率）

経常収益 経常利益 中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期中間期 71,073 △12.5 17,524 2.7 12,200 4.7

29年3月期中間期 81,299 11.1 17,047 △26.5 11,652 △25.2

1株当たり中間純利益
円 銭

30年3月期中間期 24.07

29年3月期中間期 22.99

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期中間期 9,090,490 710,870 7.8

29年3月期 8,642,332 691,348 7.9

（参考）自己資本 30年3月期中間期 710,595百万円 29年3月期 691,005百万円

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権）を期末資産の部合計で除して算出しております。なお、本「自己資本比率」は、自

　　　己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

2. 平成30年 3月期の個別業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 29,000 △15.2 20,000 △13.6 39.45

※中間決算短信は中間監査の対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．当行は、特定事業会社（企業内容等の開示に関する内閣府令第17号の15第2項に規定する事業を行う会社）に該当するため、第2四半期会計期間に

　　ついては、中間連結財務諸表及び中間財務諸表を作成しております。

２．業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び当行が合理的であると判断する一定の予測に基づき作成しており、業績を確約する

　　ものではありません。実際の業績は今後の様々な要因により予想値と異なる可能性があります。
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１．当中間決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当中間期における連結経営成績につきましては以下のとおりとなりました。 

経常収益は、前年同期比 97 億６千万円減少し 910 億５千５百万円となりました。経常費用は、前年同

期比 102億２千５百万円減少し 708億４千３百万円となりました。 

この結果、経常利益は前年同期比４億６千４百万円増加し 202 億１千１百万円となり、親会社株主に

帰属する中間純利益は前年同期比２億３千万円増加し 134億５百万円となりました。 

なお、連結決算の大宗を占める当行単体の業績は次のとおりとなりました。 

経常収益は、その他業務収益、その他経常収益、資金運用収益の減少により前年同期比 102 億２千５

百万円減少し 710 億７千３百万円となりました。その他業務収益では国債等債券売却益が減少、その他

経常収益では株式等売却益は増加したものの金銭の信託運用益及び貸倒引当金戻入益が減少いたしまし

た。 

経常費用は、その他業務費用、営業経費、資金調達費用、その他経常費用とも減少し、前年同期比 107

億２百万円減少の 535 億４千９百万円となりました。その他業務費用では国債等債券売却損が減少、資

金調達費用では預金利息及びスワップ支払利息等が減少、その他経常費用では金銭の信託運用損が減少

いたしました。 

この結果、経常利益は前年同期比４億７千 ７百万円増加し 175 億２千４百万円となり、中間純利益は

前年同期比５億４千７百万円増加し 122億円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当中間期末における連結財政状態につきましては以下のとおりとなりました。 

貸出金は、法人及び個人向け資金の増加により期中 418 億円増加し中間期末残高は４兆 9,059 億円と

なりました。 

有価証券は、地方債及び外国証券の増加を主因として期中 2,108 億円増加し中間期末残高は２兆 6,706

億円となりました。 

預金は、金融及び公金預金が減少したものの法人及び個人預金が増加したことから、期中 35 億円増加

し中間期末残高は６兆 3,943億円となりました。 

当行単体の主要勘定は、次のとおりとなりました。 

貸出金は、期中 442億円増加し中間期末残高は４兆 9,551億円となりました。 

有価証券は、期中 2,089億円増加し中間期末残高は２兆 6,739億円となりました。 

預金は、期中 36億円増加し中間期末残高は６兆 4,056億円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

   平成 29年 4月 28日に公表いたしました業績予想に変更はありません。 
 

※なお、上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び当行が合理的であると判断する一定の予

測に基づき作成しており、業績を確約するものではありません。実際の業績は今後の様々な要因により予想値

と異なる可能性があります。 

 

㈱八十二銀行(8359)　平成30年3月期　第2四半期決算短信

2



２．中間連結財務諸表

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当中間連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

現金預け金 885,456 1,140,930

コールローン及び買入手形 100,485 19,291

買入金銭債権 60,836 60,324

特定取引資産 15,444 14,505

金銭の信託 61,651 61,338

有価証券 2,459,732 2,670,619

貸出金 4,864,144 4,905,967

外国為替 24,756 32,930

リース債権及びリース投資資産 63,583 63,907

その他資産 112,716 126,781

有形固定資産 38,056 37,741

無形固定資産 5,221 5,348

退職給付に係る資産 23,689 24,011

繰延税金資産 2,088 2,125

支払承諾見返 32,218 32,023

貸倒引当金 △46,233 △45,755

資産の部合計 8,703,848 9,152,092

負債の部

預金 6,390,778 6,394,367

譲渡性預金 502,283 578,947

コールマネー及び売渡手形 3,594 150,000

売現先勘定 ― 16,759

債券貸借取引受入担保金 596,632 686,111

特定取引負債 4,735 4,712

借用金 234,613 304,598

外国為替 1,572 1,347

その他負債 105,337 124,025

退職給付に係る負債 12,058 12,162

睡眠預金払戻損失引当金 879 685

偶発損失引当金 1,112 1,050

特別法上の引当金 8 8

繰延税金負債 74,468 79,237

支払承諾 32,218 32,023

負債の部合計 7,960,293 8,386,037
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当中間連結会計期間
(平成29年９月30日)

純資産の部

資本金 52,243 52,243

資本剰余金 34,516 34,484

利益剰余金 427,451 436,802

自己株式 △3,154 △3,017

株主資本合計 511,056 520,512

その他有価証券評価差額金 212,936 218,938

繰延ヘッジ損益 △9,979 △4,414

退職給付に係る調整累計額 2,801 3,159

その他の包括利益累計額合計 205,758 217,684

新株予約権 343 274

非支配株主持分 26,396 27,583

純資産の部合計 743,555 766,054

負債及び純資産の部合計 8,703,848 9,152,092
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 平成29年４月１日

　至 平成29年９月30日)

経常収益 100,815 91,055

資金運用収益 41,294 39,103

（うち貸出金利息） 24,309 23,523

（うち有価証券利息配当金） 15,394 14,166

信託報酬 1 1

役務取引等収益 9,973 10,188

特定取引収益 624 1,127

その他業務収益 40,942 35,452

その他経常収益 7,979 5,182

経常費用 81,068 70,843

資金調達費用 6,221 4,789

（うち預金利息） 2,001 1,301

役務取引等費用 3,464 3,500

その他業務費用 34,072 27,805

営業経費 33,466 31,671

その他経常費用 3,843 3,077

経常利益 19,747 20,211

特別利益 2 0

固定資産処分益 0 0

金融商品取引責任準備金取崩額 2 0

特別損失 316 522

固定資産処分損 21 50

減損損失 295 472

税金等調整前中間純利益 19,433 19,688

法人税、住民税及び事業税 5,470 6,490

法人税等調整額 136 △768

法人税等合計 5,606 5,721

中間純利益 13,826 13,967

非支配株主に帰属する中間純利益 651 562

親会社株主に帰属する中間純利益 13,174 13,405
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 平成29年４月１日

　至 平成29年９月30日)

中間純利益 13,826 13,967

その他の包括利益 △318 12,570

その他有価証券評価差額金 △6,221 6,654

繰延ヘッジ損益 5,078 5,565

退職給付に係る調整額 823 350

中間包括利益 13,507 26,537

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 12,777 25,330

非支配株主に係る中間包括利益 729 1,206
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（３）中間連結株主資本等変動計算書

　 前中間連結会計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 52,243 34,516 408,739 △3,153 492,344

当中間期変動額

剰余金の配当 △4,560 △4,560

親会社株主に帰属す

る中間純利益
13,174 13,174

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 △0 0 0

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 ― △0 8,614 △0 8,614

当中間期末残高 52,243 34,516 417,353 △3,153 500,959

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

退職給付に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 217,206 △43,745 △4,153 169,307 274 24,231 686,158

当中間期変動額

剰余金の配当 △4,560

親会社株主に帰属す

る中間純利益
13,174

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 0

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

△6,297 5,078 821 △397 35 709 347

当中間期変動額合計 △6,297 5,078 821 △397 35 709 8,962

当中間期末残高 210,909 △38,667 △3,332 168,909 309 24,941 695,120

決算短信（宝印刷） 2017年10月23日 16時59分 5ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）

㈱八十二銀行(8359)　平成30年3月期　第2四半期決算短信

7



　当中間連結会計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 52,243 34,516 427,451 △3,154 511,056

当中間期変動額

剰余金の配当 △4,053 △4,053

親会社株主に帰属す

る中間純利益
13,405 13,405

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 △31 136 105

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 ― △31 9,351 136 9,456

当中間期末残高 52,243 34,484 436,802 △3,017 520,512

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

退職給付に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 212,936 △9,979 2,801 205,758 343 26,396 743,555

当中間期変動額

剰余金の配当 △4,053

親会社株主に帰属す

る中間純利益
13,405

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 105

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

6,002 5,565 357 11,925 △68 1,186 13,043

当中間期変動額合計 6,002 5,565 357 11,925 △68 1,186 22,499

当中間期末残高 218,938 △4,414 3,159 217,684 274 27,583 766,054
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（４）継続企業の前提に関する注記 

    該当ありません。 

 

㈱八十二銀行(8359)　平成30年3月期　第2四半期決算短信

9



３．中間財務諸表

（１）中間貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当中間会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

現金預け金 870,307 1,127,865

コールローン 100,485 19,291

買入金銭債権 60,836 60,324

特定取引資産 15,444 14,505

金銭の信託 61,651 61,338

有価証券 2,465,065 2,673,984

貸出金 4,910,882 4,955,109

外国為替 24,756 32,930

その他資産 88,021 99,945

その他の資産 88,021 99,945

有形固定資産 30,228 29,867

無形固定資産 4,816 5,021

前払年金費用 17,474 17,243

支払承諾見返 32,218 32,023

貸倒引当金 △39,856 △38,960

資産の部合計 8,642,332 9,090,490

負債の部

預金 6,401,969 6,405,666

譲渡性預金 515,883 594,097

コールマネー 3,594 150,000

売現先勘定 ― 16,759

債券貸借取引受入担保金 596,632 686,111

特定取引負債 4,735 4,712

借用金 226,963 296,623

外国為替 1,572 1,347

その他負債 83,202 103,762

未払法人税等 3,624 4,712

リース債務 1,395 1,631

資産除去債務 16 16

その他の負債 78,166 97,402

退職給付引当金 9,746 9,969

睡眠預金払戻損失引当金 879 685

偶発損失引当金 1,112 1,050

繰延税金負債 72,473 76,811

支払承諾 32,218 32,023

負債の部合計 7,950,983 8,379,620
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当中間会計期間
(平成29年９月30日)

純資産の部

資本金 52,243 52,243

資本剰余金 32,601 32,570

資本準備金 29,609 29,609

その他資本剰余金 2,992 2,961

利益剰余金 406,979 415,126

利益準備金 47,610 47,610

その他利益剰余金 359,368 367,515

固定資産圧縮積立金 920 920

別途積立金 327,600 344,600

繰越利益剰余金 30,848 21,995

自己株式 △3,154 △3,017

株主資本合計 488,669 496,921

その他有価証券評価差額金 212,314 218,088

繰延ヘッジ損益 △9,979 △4,414

評価・換算差額等合計 202,335 213,674

新株予約権 343 274

純資産の部合計 691,348 710,870

負債及び純資産の部合計 8,642,332 9,090,490
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（２）中間損益計算書

(単位：百万円)
前中間会計期間

(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成29年４月１日

　至 平成29年９月30日)

経常収益 81,299 71,073

資金運用収益 41,128 38,986

（うち貸出金利息） 24,245 23,480

（うち有価証券利息配当金） 15,324 14,119

信託報酬 1 1

役務取引等収益 8,232 8,471

特定取引収益 92 78

その他業務収益 23,881 18,375

その他経常収益 7,962 5,159

経常費用 64,252 53,549

資金調達費用 6,186 4,766

（うち預金利息） 2,004 1,302

役務取引等費用 4,395 4,497

その他業務費用 19,186 12,765

営業経費 30,656 29,111

その他経常費用 3,827 2,408

経常利益 17,047 17,524

特別利益 0 0

特別損失 315 522

税引前中間純利益 16,732 17,001

法人税、住民税及び事業税 4,828 5,443

法人税等調整額 251 △642

法人税等合計 5,079 4,801

中間純利益 11,652 12,200
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（３）中間株主資本等変動計算書

　前中間会計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本

剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計固定資産

圧縮積立金
別途積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 52,243 29,609 2,992 32,601 47,610 937 307,600 35,257 391,405

当中間期変動額

剰余金の配当 △4,560 △4,560

別途積立金の積立 20,000 △20,000 ―

中間純利益 11,652 11,652

自己株式の取得

自己株式の処分 △0 △0

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 ― ― △0 △0 ― ― 20,000 △12,907 7,092

当中間期末残高 52,243 29,609 2,992 32,601 47,610 937 327,600 22,350 398,498

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △3,153 473,096 216,785 △43,745 173,039 274 646,410

当中間期変動額

剰余金の配当 △4,560 △4,560

別途積立金の積立 ― ―

中間純利益 11,652 11,652

自己株式の取得 △0 △0 △0

自己株式の処分 0 0 0

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

△6,323 5,078 △1,244 35 △1,208

当中間期変動額合計 △0 7,092 △6,323 5,078 △1,244 35 5,883

当中間期末残高 △3,153 480,189 210,462 △38,667 171,795 309 652,294
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　当中間会計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本

剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計固定資産

圧縮積立金
別途積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 52,243 29,609 2,992 32,601 47,610 920 327,600 30,848 406,979

当中間期変動額

剰余金の配当 △4,053 △4,053

別途積立金の積立 17,000 △17,000 ―

中間純利益 12,200 12,200

自己株式の取得

自己株式の処分 △31 △31

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 ― ― △31 △31 ― ― 17,000 △8,852 8,147

当中間期末残高 52,243 29,609 2,961 32,570 47,610 920 344,600 21,995 415,126

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △3,154 488,669 212,314 △9,979 202,335 343 691,348

当中間期変動額

剰余金の配当 △4,053 △4,053

別途積立金の積立 ― ―

中間純利益 12,200 12,200

自己株式の取得 △0 △0 △0

自己株式の処分 136 105 105

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

5,773 5,565 11,338 △68 11,269

当中間期変動額合計 136 8,251 5,773 5,565 11,338 △68 19,521

当中間期末残高 △3,017 496,921 218,088 △4,414 213,674 274 710,870
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（４）継続企業の前提に関する注記 

    該当ありません。 
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Ⅰ  平成29年度　中間決算ハイライト

 １． 損益の状況

【連結】 （単位：百万円）

29年度 28年度

中間期 28年度 中間期

中間期比

 連結粗利益 49,793 687 49,106 

 資金利益 34,331 △ 771 35,102 

 役務取引等利益 6,688 178 6,510 

 特定取引利益 1,127 503 624 

 その他業務利益 7,646 777 6,869 

 営業経費 31,671 △ 1,794 33,466 

 与信関係費用 669 2,618 △ 1,948 

 経常利益 20,211 464 19,747 

 特別損益 △ 522 △ 208 △ 314 

 税金等調整前中間純利益 19,688 255 19,433 

 法人税等合計 5,721 114 5,606 

 中間純利益 13,967 140 13,826 

 非支配株主に帰属する中間純利益 562 △ 89 651 

 親会社株主に帰属する中間純利益 13,405 230 13,174 

(連結対象会社数)

 連結子会社数 10 0 10 

 持分法適用会社数 － － － 

 

◇銀行(単体ベース) 

175(前年同期比＋4)億円 

 

◇連結子会社の主な増減 

八十二信用保証  

 与信関係費用＋3億円 

八十二リース 

 与信関係費用＋2億円 

八十二証券 

 特定取引利益＋5億円 

 役務取引等利益＋1億円 

経常利益は、対前年同期4億円
増加して202億円となりました。 

親会社株主に帰属する中間純
利益は、対前年同期2億円増加
して134億円となりました。 
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【単体】 （単位：百万円）

29年度 28年度

中間期 28年度 中間期

中間期比

 業務粗利益 A 43,901 302 43,598 

 資金利益 34,236 △ 735 34,971 

 役務取引等利益 3,975 136 3,838 

 特定取引利益 78 △ 14 92 

 その他業務利益 5,610 915 4,695 

B 5,579 1,039 4,539 

 経費 C 28,504 △ 854 29,359 

 うち人件費 14,215 △ 366 14,581 

 うち物件費 12,169 △ 525 12,694 

 コア業務純益 A-B-C 9,817 118 9,699 

 実質業務純益 A-C 15,396 1,157 14,239 

 一般貸倒引当金繰入額 D △ 277 △ 277 － 

 業務純益 A-C-D 15,674 1,434 14,239 

 株式等損益 E 2,239 1,938 301 

 金銭の信託運用損益 △ 316 △ 574 257 

 不良債権処理額 F 375 422 △ 47 

a 321 321 － 

 貸倒引当金戻入益 G(b+c) － △ 1,882 1,882 

b － △ 1,794 1,794 

c － △ 88 88 

 償却債権取立益 H 19 17 1 

 経常利益 17,524 477 17,047 

 特別損益 △ 522 △ 207 △ 315 

 税引前中間純利益 17,001 269 16,732 

 法人税等合計 4,801 △ 278 5,079 

 中間純利益 12,200 547 11,652 

 有価証券関係損益 B+E 7,819 2,977 4,841 

 与信関係費用 D+F-G-H 78 2,010 △ 1,931 

D-b △ 277 1,516 △ 1,794 

a-c 321 409 △ 88 

うち個別貸倒引当金純繰入額

うち国債等債券損益

一般貸倒引当金取崩額

個別貸倒引当金取崩額

うち個別貸倒引当金純繰入額

うち一般貸倒引当金繰入額

 
 
与信関係費用 7千万円(前年同期
比＋20億円) 
 
◇一般貸倒引当金繰入額△2(前
年同期比＋15)億円 
前年同期の格付制度、担保掛目
変更による引当減少からの反動
増が主因。 
 

◇個別貸倒引当金純繰入額3(前

年同期比＋4)億円 
既存引当先の引当額が増加した
ことが主因。 
 
株式等損益 22 (前年同期比＋19)
億円 
 
売却益は対前年同期19億円増
加し27億円。 

 

 
業務粗利益 439(前年同期比＋3)
億円 
 

◇資金利益342億円 
有価証券利息配当金及び貸出金
利息収入が減少したものの資金
調達費用の減少により前年同期
比△7億円にとどまった。 
 
◇役務取引等利益39億円 
投資信託販売及び証券仲介が増
加したことにより前年同期比＋1億
円。 
 
◇国債等債券損益55億円 
売却益は前年同期比△54億円、
売却損は前年同期比△64億円。
これらにより前年同期比＋10億
円。 
 
経費 285(前年同期比△8)億円 
外注委託費の減少等による物件
費の減少が主因。 

経常利益は、対前年同期4億円
増加して175億円となりました。 

中間純利益は対前年同期5億円
増加して122億円となりました。 

実質業務純益は、対前年同期11
億円増加して153億円となりまし
た。 
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 ２． 主要勘定の残高

◆ 貸出金 【単体】 （単位：億円）

29年9月期 29年3月期 28年9月期

29年3月期比 28年9月期比

 貸出金（全店） 49,551 442 1,901 49,108 47,649 

末  一般法人 29,503 330 566 29,173 28,937 

 消費者 11,499 119 291 11,380 11,208 

 うち住宅ローン 10,730 113 281 10,617 10,449 

残  その他(含む海外店) 8,547 △ 7 1,043 8,554 7,503 

　（長野県内店） 25,844 99 750 25,744 25,093 

 貸出金（全店） 49,565 1,506 2,203 48,059 47,362 

平  一般法人 29,527 218 455 29,308 29,071 

 消費者 11,415 226 317 11,188 11,097 

残  その他(含む海外店) 8,622 1,061 1,429 7,561 7,192 

　（長野県内店） 25,878 633 829 25,245 25,048 

10,216 10,305 10,449 10,617 10,730 
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事業性資金、消費

性資金、その他(地

方公共団体)向け資

金がともに増加。 

【末残ベース】 

4兆9,551億円 

前年同期比＋1,901

億円 

年率＋3.9％ 
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◆ 有価証券の残高 【単体】 （単位：億円）

29年9月期 29年3月期 28年9月期

29年3月期比 28年9月期比

 有価証券（全店） 26,739 2,089 △ 276 24,650 27,016 

末  債券 16,592 951 △ 1,375 15,640 17,967 

 うち国債 10,880 △ 149 △ 2,456 11,029 13,336 

 株式 3,738 201 833 3,536 2,904 

残  外国証券 4,210 776 △ 20 3,434 4,231 

 その他 2,198 159 285 2,038 1,913 

 有価証券（全店） 22,547 △ 1,191 △ 1,252 23,739 23,800 

平  債券 15,428 △ 965 △ 1,140 16,393 16,569 

うち国債 10,477 △ 1,471 △ 1,773 11,948 12,250 

 株式 1,248 10 42 1,238 1,205 

残  外国証券 3,846 △ 467 △ 475 4,313 4,321 

 その他 2,024 230 321 1,793 1,703 

◆ その他有価証券の評価損益 【単体】 （単位：億円）

29年9月末

評価損益 評価益 評価損

29年3月末比

 その他有価証券 3,119 83 3,186 67 

 株式 2,588 225 2,589 0 

 債券 444 △ 152 468 23 

 その他 85 10 128 42 
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国債及び外国証券

の売却等により対前

年同期減少。 

【末残ベース】 

2兆6,739億円 

前年同期比△276億

円 

年率△1.0％ 
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◆ 預金 【単体】 （単位：億円）

29年9月期 29年3月期 28年9月期

29年3月期比 28年9月期比

 預金（全店） 64,056 36 939 64,019 63,117 

末  個人 44,911 637 1,485 44,274 43,426 

残  法人 15,716 684 723 15,032 14,993 

 その他(含む海外店) 3,427 △ 1,284 △ 1,270 4,712 4,698 

　（長野県内店） 58,339 307 1,668 58,031 56,671 

 預金（全店） 64,163 796 912 63,366 63,251 

平  個人 44,660 1,005 1,367 43,655 43,293 

残  法人 15,761 511 471 15,250 15,289 

 その他(含む海外店) 3,741 △ 719 △ 926 4,460 4,667 

　（長野県内店） 58,198 1,258 1,405 56,940 56,793 

◆ 個人預り金融資産 【単体】 （単位：億円）

29年9月末 29年3月末 28年9月末

29年3月末比 28年9月末比

 個人預り金融資産 47,197 522 1,229 46,674 45,967 

末  円貨預金 44,746 634 1,482 44,111 43,263 

 投資型商品 2,451 △ 111 △ 252 2,563 2,703 

 外貨預金 165 2 3 162 162 

残  投資信託 1,571 △ 33 △ 12 1,604 1,583 

 公共債（国債等） 714 △ 81 △ 243 795 957 

42,782 42,948 43,426 44,274 44,911 

14,434 14,438 14,993 15,032 15,716 
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は減少したものの、
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預金は増加。 

【末残ベース】 

6兆4,056億円 

前年同期比＋939億

円 

年率＋1.4％ 
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 ３． 財務の健全性

◆ 金融再生法開示債権 【単体】 （単位：億円、％）

29年9月末 29年3月末 28年9月末

29年3月末比 28年9月末比

 金融再生法開示債権 907 △ 60 △ 112 967 1,019 

127 26 12 101 115 

 危険債権 546 △ 93 △ 91 640 638 

 要管理債権 233 6 △ 33 226 266 

 総与信残高比 1.80 △ 0.14 △ 0.31 1.94 2.11 

 破産更生債権及びこれらに準ずる債権

106 109 115 101 127 
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Ⅱ  平成29年度 業績予想

【連結】 （単位：億円）

29年度中間期 29年度通期 28年度

見込み 対前年

 経常利益 202 350 △ 54 404 

134 230 △ 33 263 

【単体】 （単位：億円）

29年度中間期 29年度通期 28年度

見込み 対前年

98 200 △ 51 251 

 実質業務純益 153 295 △ 12 307 

 業務純益 156 295 △ 12 307 

 経常利益 175 290 △ 52 342 

 当期(中間)純利益 122 200 △ 31 231 

※

 コア業務純益

上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び当行が合理的であると判断する一定の
予測に基づき作成しており、業績を確約するものではありません。実際の業績は今後の様々な要因により
予想値と異なる可能性があります。

 親会社株主に帰属する当期(中間)純利益
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㈱八十二銀行(8359)　平成30年3月期　第2四半期決算短信

Ⅲ  平成29年度　中間決算計数資料

　１．損益状況

【連結】 （単位：百万円）

29年度中間期 28年度中間期

28年度中間期比

 連結粗利益 49,793 687 49,106 

 資金利益 34,331 △ 771 35,102 

 役務取引等利益 6,688 178 6,510 

 特定取引利益 1,127 503 624 

 その他業務利益 7,646 777 6,869 

 (うち国債等債券損益) 5,579 1,039 4,539 

 営業経費 31,671 △ 1,794 33,466 

 与信関係費用 669 2,618 △ 1,948 

 貸出金償却 1 △ 1 3 

 個別貸倒引当金純繰入額 787 787 － 

 一般貸倒引当金繰入額 △ 144 △ 144 － 

 延滞債権等売却損 1 △ 0 1 

 貸倒引当金戻入益 － △ 1,895 1,895 

 償却債権取立益 36 23 13 

 その他 60 104 △ 43 

 株式等関係損益 2,194 1,892 301 

 金銭の信託運用損益 △ 316 △ 574 257 

 その他 897 △ 730 1,627 

 経常利益 20,211 464 19,747 

 特別損益 △ 522 △ 208 △ 314 

 税金等調整前中間純利益 19,688 255 19,433 

 法人税、住民税及び事業税 6,490 1,020 5,470 

 法人税等調整額 △ 768 △ 905 136 

 法人税等合計 5,721 114 5,606 

 中間純利益 13,967 140 13,826 

 非支配株主に帰属する中間純利益 562 △ 89 651 

 親会社株主に帰属する中間純利益 13,405 230 13,174 

(連結対象会社数)

 連結子会社数 10 0 10 

 持分法適用会社数 － － － 
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㈱八十二銀行(8359)　平成30年3月期　第2四半期決算短信

【単体】 （単位：百万円）

29年度中間期 28年度中間期

28年度中間期比

 業務粗利益 43,901 302 43,598 

(除く国債等債券損益(５勘定尻)) 38,321 △ 736 39,058 

 国内業務粗利益 41,199 596 40,602 

(除く国債等債券損益(５勘定尻)) 36,029 △ 912 36,941 

 資金利益 32,172 △ 1,113 33,285 

 役務取引等利益 3,846 123 3,723 

 特定取引利益 10 △ 22 32 

 その他業務利益 5,169 1,609 3,560 

 (うち国債等債券損益) 5,169 1,508 3,660 

 国際業務粗利益 2,701 △ 293 2,995 

(除く国債等債券損益(５勘定尻)) 2,292 175 2,116 

 資金利益 2,063 377 1,685 

 役務取引等利益 128 13 114 

 特定取引利益 68 8 59 

 その他業務利益 440 △ 693 1,134 

 (うち国債等債券損益) 409 △ 469 878 

 経費　(除く臨時処理分) 28,504 △ 854 29,359 

 人件費 14,215 △ 366 14,581 

 物件費 12,169 △ 525 12,694 

 税金 2,119 37 2,082 

 実質業務純益 15,396 1,157 14,239 

9,817 118 9,699 

 一般貸倒引当金繰入額 △ 277 △ 277 － 

 業務純益 15,674 1,434 14,239 

 うち国債等債券損益(５勘定尻) 5,579 1,039 4,539 

 臨時損益 1,866 △ 970 2,837 

 株式等損益(３勘定尻) 2,239 1,938 301 

 金銭の信託運用損益 △ 316 △ 574 257 

 不良債権処理額 375 422 △ 47 

 貸出金償却 1 △ 1 2 

 個別貸倒引当金純繰入額 321 321 － 

 延滞債権等売却損 1 1 － 

 その他 51 101 △ 50 

 貸倒引当金戻入益 － △ 1,882 1,882 

 償却債権取立益 19 17 1 

 その他臨時損益 299 △ 46 346 

 経常利益 17,524 477 17,047 

 特別損益 △ 522 △ 207 △ 315 

 うち固定資産処分損益 △ 50 △ 30 △ 19 

 うち減損損失 472 176 295 

 税引前中間純利益 17,001 269 16,732 

 法人税、住民税及び事業税 5,443 615 4,828 

 法人税等調整額 △ 642 △ 893 251 

 法人税等合計 4,801 △ 278 5,079 

 中間純利益 12,200 547 11,652 

 コア業務純益
　(除く国債等債券損益(５勘定尻))
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㈱八十二銀行(8359)　平成30年3月期　第2四半期決算短信

　２．業務純益【単体】
（単位：百万円）

29年度中間期 28年度中間期

28年度中間期比

 コア業務純益 9,817 118 9,699 

 職員一人当たり　　　　(千円) 3,188 20 3,167 

 実質業務純益 15,396 1,157 14,239 

 職員一人当たり　　　　(千円) 5,000 350 4,650 

 業務純益 15,674 1,434 14,239 

 職員一人当たり　　　　(千円) 5,090 440 4,650 

（注）職員数は期中平均人員を使用しております。(29年度中間期3,079人、28年度中間期3,062人)

　３．利鞘【単体】
　 (1) 全店 （単位：％）

29年度中間期 28年度中間期

28年度中間期比

 資金運用利回　　　　　A 0.94 △ 0.11 1.05 

貸出金利回 0.94 △ 0.08 1.02 

有価証券利回 1.24 △ 0.04 1.28 

 資金調達利回　　　　　B 0.12 △ 0.04 0.16 

預金等利回 0.03 △ 0.02 0.05 

外部負債利回 0.34 0.08 0.26 

 総資金経費率　　　　　C 0.72 △ 0.06 0.78 

 総資金利鞘　　　　　　A-B-C 0.10 0.00 0.10 

　 (2) 国内部門 （単位：％）

29年度中間期 28年度中間期

28年度中間期比

 資金運用利回　　　　　A 0.85 △ 0.13 0.98 

貸出金利回 0.92 △ 0.09 1.01 

有価証券利回 1.13 △ 0.13 1.26 

 資金調達利回　　　　　B 0.03 △ 0.04 0.07 

預金等利回 0.01 △ 0.01 0.02 

外部負債利回 △ 0.00 0.02 △ 0.02 

 総資金経費率　　　　　C 0.74 △ 0.08 0.82 

 総資金利鞘　　　　　　A-B-C 0.07 △ 0.01 0.08 

　４．有価証券関係損益【単体】
（単位：百万円）

29年度中間期 28年度中間期

28年度中間期比

　国債等債券損益(５勘定尻) 5,579 1,039 4,539 

売却益 17,970 △ 5,435 23,405 

償還益 － － － 

売却損 12,390 △ 6,475 18,866 

償還損 － － － 

償却 － － － 

　株式等損益(３勘定尻) 2,239 1,938 301 

売却益 2,748 1,995 752 

売却損 376 32 343 

償却 132 24 107 

(注)長期債のリスクヘッジに利用したスワップ解約損益は国債等債券損益に含んでおります。
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　５．業種別貸出状況等【単体】
　 (1) 業種別貸出金 （単位：億円）

29年9月末 29年3月末 28年9月末

29年3月末比 28年9月末比

49,373 448 1,938 48,924 47,435 

 製造業 6,776 78 △ 131 6,698 6,907 

 農業、林業 259 44 23 215 236 

 漁業 55 0 △ 32 54 87 

 鉱業、採石業、砂利採取業 102 34 9 68 93 

 建設業 949 △ 60 △ 12 1,010 962 

 電気･ガス・熱供給・水道業 390 1 0 388 389 

 情報通信業 387 30 △ 25 356 412 

 運輸業、郵便業 1,599 48 90 1,551 1,509 

 卸売業、小売業 6,175 △ 15 159 6,190 6,015 

 金融業、保険業 3,536 △ 177 △ 204 3,713 3,740 

 不動産業、物品賃貸業 6,289 203 323 6,086 5,965 

 その他サービス業 3,031 100 340 2,930 2,690 

 地方公共団体 6,744 △ 10 274 6,755 6,469 

 その他 13,075 171 1,121 12,903 11,953 

　(　うち個人向け　) 11,062 140 320 10,922 10,741 

　(　うち中央政府向け　) 1,553 42 820 1,510 733 

（注）個人向けには、個人事業主の消費性資金を含めております。

　 (2) 消費者ローン残高 （単位：億円）

29年9月末 29年3月末 28年9月末

29年3月末比 28年9月末比

 消費者ローン残高 11,499 119 291 11,380 11,208 

 うち住宅ローン残高 10,730 113 281 10,617 10,449 

 うちその他ローン残高 768 6 9 762 759 

　 (3) 中小企業等貸出金 （単位：億円、％）

29年9月末 29年3月末 28年9月末

29年3月末比 28年9月末比

 中小企業等貸出金(末残) 25,677 68 567 25,608 25,109 

 中小企業等貸出比率 52.0 △ 0.3 △ 0.9 52.3 52.9 
（注）１．貸出金残高には、海外店分及び特別国際金融取引勘定分は含まれておりません。
　　　２．中小企業等とは、資本金3億円（ただし、卸売業は1億円、小売業、飲食業、物品賃貸業等は5千万円）以
   　 　　下の会社又は常用する従業員が300人（ただし、卸売業、物品賃貸業等は100人、小売業、飲食業は50人）
   　　　 以下の企業等であります。

　６．国別貸出状況等【単体】
　 (1) 特定海外債権残高 該当ありません。

　 (2) アジア向け貸出金 （単位：億円）

29年9月末 29年3月末 28年9月末

29年3月末比 28年9月末比

 アジア向け貸出金 353 △ 7 △ 52 360 406 

 うちリスク管理債権額 0 △ 1 △ 4 2 5 

　（3）中南米主要国向け貸出金 （単位：億円）

29年9月末 29年3月末 28年9月末

29年3月末比 28年9月末比

 中南米主要国向け貸出金 63 △ 11 △ 17 74 81 

 うちリスク管理債権額 － － － － － 

　（4）ロシア向け貸出金 該当ありません。

 国内店分(除く特別国際金融取引勘定)
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㈱八十二銀行(8359)　平成30年3月期　第2四半期決算短信

　７．有価証券の評価損益

　 (1) 有価証券の評価基準

 売買目的有価証券  時価法(評価差額を損益処理)

 満期保有目的有価証券  償却原価法

 その他有価証券  時価法(評価差額を全部純資産直入)

 子会社株式及び関連会社株式  原価法

　 (2) 評価損益

【連結】 （単位：百万円）

29年9月末 29年3月末

評価損益 評価損益

評価益 評価損 評価益 評価損

前期比

 満期保有目的 5 △ 0 5 － 6 6 － 

 その他有価証券 316,623 9,583 323,324 6,700 307,040 316,317 9,277 

316,629 9,582 323,329 6,700 307,046 316,323 9,277 

 株式 263,541 23,762 263,622 80 239,779 240,008 229 

 債券 44,495 △ 15,277 46,871 2,375 59,773 62,971 3,197 

 その他 8,591 1,097 12,835 4,243 7,493 13,344 5,850 

【単体】 （単位：百万円）

29年9月末 29年3月末

評価損益 評価損益

評価益 評価損 評価益 評価損

前期比

 満期保有目的 － － － － － － － 

 その他有価証券 311,964 8,330 318,664 6,700 303,633 312,875 9,241 

311,964 8,330 318,664 6,700 303,633 312,875 9,241 

 株式 258,882 22,509 258,962 80 236,372 236,566 193 

 債券 44,490 △ 15,276 46,866 2,375 59,767 62,964 3,197 

 その他 8,591 1,097 12,835 4,243 7,493 13,344 5,850 

(注) １．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、上記の表上は、(連結)貸借対照表計上額と
　　取得原価との差額を計上しております。
２．決算日の時価に基づいております。
３．その他有価証券に対応した繰延ヘッジ損益

    有価証券の時価変動を低減する目的で、デリバティブを使用しております。

【単体】 （単位：百万円）

29年9月末 29年3月末

評価損益 評価損益

前期比

 繰延ヘッジ損益 △ 5,633 8,847 △ 14,481 

　８．退職給付関連（退職給付費用）

【単体】 （単位：百万円）

29年度中間期 28年度中間期

 退職給付費用 1,209 1,961 

 勤務費用 1,030 1,095 

 利息費用 70 31 

 期待運用収益 △ 461 △ 427 

 過去勤務債務の費用処理額 － － 

 数理計算上の差異処理額 567 1,186 

 その他 4 75 

以　上　

合   計

合   計
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